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和 夫

1.問 題の設定

職業教育カリキュラムの開発は我国においては

未成熟な面を多く抱えているように思える。今日

のように教育訓練ニーズが多様化し,訓 練コース

の盛衰が散しい状況のもとではカリキェラム開発

という視座から見る時″職業能力開発事業の展開

に支障をきたすことも有り得ると考えられる。特

にB型訓線のように特定の職業能力に限定せず,

さまざまな分野の職業能力の組み合わせという場

合や既設訓練コースの無い場合にはこれまでのカ

リキュラム編成原理では対応が時間的にも作業量

からも不可能な点が多いと考えられる。本研究は

今日の状況下において効率的でしかも有用性の高

い職業教育カリキュラム開発の方法を明らかにす

ることにしたい。

従来の耽業教育カリキェラムの開発及び編成の

方法はおよそ5つに類型化できる。

第 1はカリキェラム基準を設定し, これを適用

して編成する方法である。これは別に定める基準

を基に編成手続きが進められる。しかし,実 際に

は訓練内容の統一という側面で一定の成果を保障

する利点があるが,合 理的な編成という点でFH5題

が残る。この基準は時代によって改訂を必要とす

るが,技 術革新の進行の放しい今日,こ の作業に

は自ずと制限があると考える。従って,適 用には
一定の限界があるといえよう。

第2は訓練しようとする作業を観減1し,分 析す

ることによってカリキュラムを開発する方法であ

る。この代表的なものに作業分析がある。(1この

方法は最も精細で確実な結果をもたらすと推測で

きるが現実的には困難な場合が多い。つまり作業

分析のような作業の微視的分析では職業教育カリ

キュラム本来の内容を見逃す懸合があろう。また,

開発に要するH手間は小さな単位の作業であっても

膨大な時間を要する。従って職業教育で実際に民

開するには困難が多く,評 練施設の指導員が日常

の訓練活動の一環として導入するには不可能であ

ろう。この手法が単にカリキュラム開発ばかりで

なく授業の展開までを含み,教 材研究と教材開発,

指導案までをも包含する中の広さは今日のコース

開発やカリキュラム開発では担い得ないだろう?

更に現在,社会に存在する職業でなければ開発が

困難なことである。また,現 存する職業であれば

何らかのカリキュラム開発がされており,次 に述

べる第3の方法で対応する場合もある。現在の職

業教育カリキュラム開発の問題は新コース開発に

伴うカリキュラム編成の進め方であるとすればこ

の方法はかなりの距tHIがあると言わざるを得ない。

第3は既存のカリキュラムを現実的に編成し直

す方法である。つまり,す でに開発され実施され

ているカリキュラムを構成しようとするコースに

再構成する方法である。この方法は模倣あるいは

改造であり,カ リキュラム開発方法と位置づける

にはふさわしいものではない。しかし,現 実に多

く見受けられる。これを手法として高めるには実

施成果からカリキュラム開発への流れを妥当性あ

るものにする必要がある。

第4は 目標を設定し,こ れを詳細に分析し,記

述する方法がある。目標分析の方法は比較的サイ

森

―- 49 -―



職業訓練大学校紀要 第 20号 B 人 文 教 育編

ズの小さいコースのカリキュラムを編成する方法

として用いられる。一単位の授業内容をどう編成

するかという記述化であり, カリキュラム開発

編成の手段としてはなじまない。この方法は言語

分析的な傾向は否定できず,現 実の職業能力の開

発には迂這な方法といえよう。

第 5は訓練終了時の人間像分析の方法である。

これは訓練によって最終的に到達すべき人間像を

分析的に記述する方法である。この方法の代表的

なものに DACUMが ある。カナダ雇用 移 民省

が 開発 した DACUM QeVeloping tt CurriCuluM)

は養成 しようとする職業の従事者が 「どのような

職務 を呆 た してい るかJ を 分析 す る方法であ

る。田開発作業はカリキェラム開発しようとする

職業に精通した専門家集団を組織し,専 門のコー

ディネータのもとで討議して進める。これらの成

果はまず DACUMチ ャートにまとめられる。こ

の後に知IILa,技能,態 度に分けて検討し,カ リ

キュラムを編成する。この方法は優れた特徴を多

く持っているが,な お解決すべき課題があるとい

えよう。われわれはこの手法によって公民館IRt員

の職業能力を分析し,職 員研1タプログラムを検討

した。円ここではDACUM手 法の持つ問将点とし

て次の 3点 を指摘した。第 1は DACUM手 法が

職務の実務的側面の分析であることから養成プロ

グラムの編成にはこれとは異なる祝点からの配慮,

すなわち原理的 理 論的側面への配慮が必要であ

ること。第2は必要な資質 ・能力以外の職業的態

度の扱いが欠落しがちであること。第3は養成プ

ログラムとして各耽務毎に 「職務全般に関する内

容Jの 設定が必要なことである。

DACUMで はコーディネーターが見識と権限を

持ちながら会議をコントロールする。しかし,メ

ンバーが,既 存の概合に従って安易に発言すると

短時間で開発完了してしまう。メンバーによって

はこのように行動し,結 果として第3の方法のよ

うな結果になることが懸念される。また,学 習者

の能力構造は決して指導者が予想した構造で形成

されているものではなく,む しろ実際の職業にお

ける業務遂行を中心に設定した 「実務上の構造J

に至ると考える方力妥 当であろう。学問上の区分

けや指導者の技術的専門性による教え易さからカ

リキュラム開発が進行するのは極めて不合理な構

造となるであろう。

われわれは基本的には第 5の立場からのアプ

ローチが職業教育カリキェラム開発に最も有用性

が高いと考える。 しかし,先 の問題点の他,

DACUM手 法の適用にあたってはコーデイネータ

が専門的訓練を必要とするばかりでなくその開発

の時間効率,実 際のプログラム化の手続きに問題

を残しているように思える。そこで本研究はこれ

らの問題に接近するためにカリキュラム編成原理

を新たに設定し, この試行によってその妥当性を

校rlすることにしたい。

2.研 究方法         |  |

職業教育カリキェラム開発の方法と,て必要な

機能を記述し,これを前足する編成原理を設定す

る。次にこれを適用して手続き化し| これを手法

として試行するょこの手法の実行上の問題を明ら

かにし,開 発結果の妥当性及び手法の機能を検証

しようとした。開発した手法をcuDBAS(A Method

oF cUrriCulunl Developing ttased On ttbllty tttructurc)

と命名した。0

CUDBASの 試行は 「企業内教育における職業

訓練指導員養成カリキュラムJ開 発を課題に設定

して行った。開発は1990年9月に企業内教育担当

者及び生産工場の管理監督者の10名によって行

なった。的そのキャリヤから2グループにわけ,

第1グループが 「向上訓練担当指導員」を第2グ

ループが 「養成引練担当指導貝」の養成カリキェ

ラム開発作業を行った。始めに CUDBASに 関す

る共通認識を得るため, 1時 間程度のオリエン

テーションを全メンバーに対して行った。この後

に開発作業を進めた。作業時間は5時 間とした。

CUDBAS作 業のうち今回は 「能力 資 質の構造

図Jの 作成まで完了した。本報告ではこれらの結

果に基づき 「副続目標」を作成 した。「副練設備

及び機器計画書」,「副練予定表」は省略している。

作業の過程及び結果を分析 し,指 導員養成カリ

キュラム開発手法としての妥当性を検討 した。
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3.職 業能力の構造分析に基づくカリ    3-3 CuDBASの 構成

キュラム開発の原理 学習者に形成される最終的な能力を想定しなが

ら,か つ既存の体系に拘束されることなく検討で

31 カ リキュラム開発手法の機能の設定      き るよう以下の原男Jを設定して手法を構成しよう
これまでのカリキュラム開発手法を見ると,①    と した。

作業効率,②時間効率,③開発内容の妥当性,④

手続きの単純さ (作業の容易さ),⑤開発結果の
(訓練ニーズ把担に基づくコース設定結果柔軟性等において手法の限界を否定できない。そ こ必要性十最終大問像十訂‖練ヨースの概要)

こで新 しいカリキュラム開発手法は以下の機能を 「
‐‐…………………………………………

、
1        人 FH像        |

満足するよう計画した。                t_… …………………………サ
1 ど のような職業にも適用ができること

2 ど のような討練施設,訓 練コースにも対応           |I       E使
用する資材]

Step-1

したカリキェラム開発ができること

3 短 時間で開発できること

4 手 法の理解が容易であること

(短時間で理解でき作業できること)

5 手 法の理解に 「教育訓練に関する専門性J

が不要なこと

6 手 法の展開に必要なマニュアル,資 材を備

えていること

7 開 発結果力平上会的有用性を持ち,妥 当な内

容を得られること

8 開 発結果が開発チームの理念や考え方を反

映できるような柔軟性を持つこと

3-2.カ リキュラム開発手法の基本デザイン

カリキュラム開発は訓練によって養成すべき最

終ターゲットの詳細な記述を作業の基本に置きな

がらそれら相互の階層構造を明確にすることに

よって開発を進行する。

カリキュラム開発手法の基本デザインを図 1に

示す。図は主要な 7ス テップと使用する資材を示

している。初めに 「討1練ニーズに基づくコース設

定結果」によって養成すべき人間像を記述する。

この最終養成目標がどのような職業能力を有する

人間か (具体的到達目標)を さらに詳細に記述す

ることによって養成すべき事項を明確にする。更

にこれら能力群を構造に着目して整理し,副 練プ

ログラムに組み立てる。これらの作業は最終養成

目標を十分に熟知する集団によって進める。

CUDBASの オリエンテーション

Step-2

人間像が持つ能力をリストする

Sto,-3

リストの相互の関係性を検討する

Step-4

訓練水準を設定する

Ste,-5

能力・資質の村造図を作成する

Step-6

討1練科日と訓森日標を整理する

SioP-7

訂‖練予定表にブ,グ ラムを記述する

設備 ,機 /r計画書と資材計画を作rkする

C U D B A S

マニュアル

ABLカ ード

必要能力
・資質リスト

必要能力・資質

の村遺図

訓練目標用紙

訓練予定表

(年間・週間。期間)

施設及び設備al画書

資材計画書

指導案用紙レッスシプラン (指導案)を 作成する
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詢筑すべき人間像 (職業大)

(主に知識。理解の側面)

職務を支える考え方と態度 (職業的態度)

L 職
逢 ■

図2 人 間像を構成する能力 資 質

[職業能力の構成の考え方]

①訓練占―ス設定結果で記述された 「養成すべき

人間像」を最終到遥目標 (職能の集合体)と し

て解釈する。最終到達日標はその 「職業に必要

な職能群の統合」と想定する。

②職能は 「職務に必要な耽業能力Jと 「職務を支

える考え方と態度 (職業的態度)」で構成する。

③職務に必要な職業能力は実践的能力と知的能力

で構成する。

これらの関係を図で示すと図2の ようになる。職

業人として求められる精神特性″個性等は妥当し

ないので扱わない。

[職業能力のカリキュラム構成上の構造]

①必要能力・資質 (職能,職務に必要な職業能力,

職務を支える考え方と態度)に はカリキュラム

構成上の構造を持っている。

②構造化する際の結合は以下の構造を検討するこ

とによって行う。口

a「 類似内容もしくは同一内容J,「関運内容J

等の内容の構造

b「 内容関係性の階層」,「単純―複雑の階層J,
「原理一実践の階層」等の階層の構造

C「 同時学習による効果J,「関連学習による

効果J等 の学習の効果,効 率性の構造

d「 類41Xの行動様式」,「関連する行動様式J

等の行動様式の構造

e「 内容の順序性J,「序列的な生起関係」等

のような序列の構造

F 作 業遂行の場面の同一性の構造

g 作 業遂行時の時間的関係の構造

h「 原因―結果J,「条件一結果」等の因呆関

係の構造

③字間分類や既存の科目内容よりも実務上の有用

性に着目して編成する。

4.CuDBASの 作業手続 き

CUDBASの 作業手続きは先の図 1に示す一連

の作業を具体化したものである。この主要点は以

下の通りである。

41 カ リキュラム開発集団の構成

開発しようとする職業について熟知する者で構

成する小集団で作業を行う。集回の構成はできる

だけ多様なメンバーであるとよい。同一のバック

グラウンドを持つ集団であると,発 想や観点が回

定化してカリキュラムの質的水準力Y氏下するから

である。その職業に対するさまざまな見解があれ
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ばあるほど, より妥当性の高い成果をもたらすと

考える。例えばその職業に関する業界人,経 営者ヶ

熟練者,管 理者,指 導者,教 育訓練関係者等が該

当する。人数は5～ 8人程度力S適切である。リー

ダーはこの討議の推進を図る役割を持つ。メン

バーは互いに同等の資格として扱われる。

4-2.討議の展開方法

討議の最終目標は職業教育カリキュラムの開発

であって,こ れに向けて意図的に方向づけられる。

討議の基礎的な進め方はKJ法 に類似しているが

全く異なるものである。カードはこのためのツー

ルであって一定の成果を得た後,カ ードは不要に

なる。当初はメンバーの個別のブレーンストーミ

ングにな存するが,中 頃からはリーダーの主導の

もとでメンバー全ての意見力Sカリキェラムに反映

するように進行する。最終的には職業教育カリ

キュラムがどのメンバーからみても妥当な内容と

なるように展開する。

進行のためのインストラクションは全て叱uDBAS

マニュアルJほ)に従って行われる。グループメン

バーは互いに援助しあいながら,最 終目標達成に

努力する。

CUDBAS作 業に要する時間は訓篠期間が 1カ

月未満のものは4時 間程度, 1年 ～2年程度のも

のは12時間程度で可能である。また,集 中的に作

業できる環境を整えることが望ましい。

4-3.ABLカ ードの記入

職業能力群は上位目標から書き下すのではなく

下位目標を蓄積して上位目標を確認するという手

続きをとる。この最小単位の職業能力を記入する

ものが ABLカ ード引である。はじめの核になる

職業能力群はメンバーの一人ブレーンストーミン

グによって記述する。カードの記入Tllは3カ所あ

るが,初 めは 「何ができる必要力SあるかJ,「何を

することが求められるかJと いう問いに対する回

容を逐次記入する。記述に際しては通常,「…

できる」もしくは 「……するJと いう述語を用い

る。一つの内容につき1枚の ABLカ ードを使用

する。一人ブレーンストーミングの所要時間は20

分～30分程度を必要とする。

4-4 ABLカ ードの配列

次に ABLカ ー ドを机上に並べる。カー ドの配

列作業はグループ全員で討議しながら行う。並べ

る際に先の 「職業能力のカリキュラム構成上の構

造」を考えながら位置関係を明確にする。この作

業 を進める過程で想起 した新たな職業能力は

ABLカ ー ドに記入 し,加 えられる。重複があれ

ばいずれかを採用し,他 は削除する。不足があれ

ばこれを加える。この時の想起の手がかりは 「職

務に必要な職業能力は十分かJ,「職務を支える考

え方と態度は十分か」,「実践的側面と知的側面は

記述されたかJで 行う。文体と記述の大きさは他

のカードと比較検討して類似の水準になるように

する。

次に 「必要能力 ・資質リストJ上 にこれらを配

列して整理する。職能を左欄に置き,そ れを構成

する職業能力を右i間に並べる。職能はそれが単独

でも仕事が遂行できる単位のものである。職業能

力は単独では遂行できない。もちろん耽業理合あ

るいは職茉観のような考え方や態度的但l面は単独

では職能にはなり得ない。従って,職 能の下位項

目の中に所属させる。複数のjll能に関係する内容

があるときはもっとも関係があると思われる職能

に属させる。

仮の配列が終わったら職能及び職業能力群の

ABLカ ー ドに水準を記入する。水準は高い方か

ら順にA, B, Cの 3ラ ンクに分けて記載する。

この結果,ラ ンクの高い順に左から並べることと

し,全 てのカー ドにHjL入する。配列がよければ

ABLカ ー ド上部に [職業能力番号]と [配列順

番号]を 記入する。次にカードを固定して作業を

終了する。

4-5.職 業能力 ・資質の構造図の作成

職能ごとの 「能力 ・資質Jを 相互の関係性に着

目して検討するものが構造図である。ABLカ ー

ドは再度,関 係性の高い内容で結合 し, まとめら

れる。訓線川頁序はこの段階では考えない。この時

の具体的方法は以下のようにする。

①職業能力と職業的態度の間の関係性の高いもの

は近くに配置する。②重要度の高いものは先頭に

配置する。③職能毎にある程度まとまりを持つよ
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うに配置する。④基本的な項目は応用的な項目よ

りも先に配置する。③書き上げた能力 資 質等は

この後,訓練項目として扱うので妥当な言葉に改

訂する。

次にこれらのまとまり毎に訓練科目名を命名し

て記入する。この科目名は先入観や学問体系の名

称にこだわらずに表すことが望ましい。職業能力

のまとまりは学問体系とは一致しない場合の方が

多い。この作業は訓練効果を勘案して進めること

が必要である。

4・6 訓 練プログラムの作成

訓練目標を訓練科目ごとに水準の高いものから

箇条書きに列記する。次にこの科目の訓練に要す

る理想時間を記入するとこの時間は後に計画する

時間計画書との調整で現実的な時間に1夕正される。

時間の表示は60分を1時間として時間単位で記載

する。時間計画書はコース設定で行った訓練期間

に基づいて設定する。訓練期間が短い場合には期

間訓練予定表を使用し, 1カ 月を越える場合や年

間にわたる長期間の場合には週間訓練予定表と年

間訓練予定表を使用する。期間における訓練科目

の配置は訓練の効果を考慮して配列する。つまり,

特定の科目を集中して学習させるか,他 の科目と

平行しながら行うか,関 連する科目を交互に行う

か等は訓練の効率を考えて配置する。これら訓練

に要する時間の他に開講式 閉 講式やオリエン

テーションなどのセレモニィ, 自由研究や野外活

動,研 1笏評価などのプログラムカ湖]わるので現実

的な時間配当は常U約されるとみてよい。ここで初

めに設定した理想時間を現実の訓練設備,訓 練方

法,ス タッフ等の状況を考えて更に調整を図る。

以上の書類を作成が完了した後に全体の整合性,

妥当性,現 実性,合 理性について再度見直す。良

ければ書類に開発者の氏名を記入し,カ リキュラ

ム開発会議を閉じる。この後に授業単位の計画作

業に移る。ここで指導案を作成する。0

5.結 果 と考察

5-1.「必要能力 ・資質リスト」作業結果の検討

職業訓練指導員の養成カリキュラム開発の作業

を向上訓線と養成訓練の両者について行った結果

のうち図3と図4に 「必要能力 ・資質リスト」を

示した。図3については作業後,職 能設定と職業

能力記述の表現を修正した。図4は記述の表現を

修正している。

[養成副1練指導員]

養成訓練指導員の職能は8職能を設定した。第

1の職能は 「教える準備 ・指導 ・評価」に関する

ものである。この機能の中には 「教える内容」,
「教える準備J,「教える方法」,「教えた結果の計

価」等が含まれる。教えることに関する能力は全

てこの職能に属している。

第2の職能は 「学級経営」に関するものである。

学級を構成する生徒のひとりひとりを把握し学級

を効果的に運営する。この職能の中には 「生徒の

能力発揮の援助」,「信頼関係」,「役害!指導」,「学

級経営上の事務処理」等が含まれる。第 3の職能

ヤよ「生活指導Jに 関するもので,第 2の職能に接

近した内容である。生徒の生活指導によって充実

した学園生活となるように援助するのである。
「生徒理解J,「将来の生活設計指導J,「問題行動
への指導」,「″ウンセリング」等が含まれる。第
4の 職能はさらに生徒のクラブ活動に関する内容

である。「クラプの技術指導」,「クラブ運営J等

が含まれる。

第5の機能は 「教育訓練計画Jに 関するもので

ある。企業内教育の場合には会社の経営方針や教

育方針を如何に教育に反映させるかの能力が求め

られる。従って 「会社の状況と経営Jに ついての

十分な把握が要求される。更に 「教育訓練計画の

立条Jが ある。第6の機能は教育司H練業務を円滑

に進行させるための 「事務処理」である。これに

は 「業務改善」,「文書処理」,「連絡調整処理J等

が含まれる。第7の機能は 「施設設備等の管理J

に関するものであるも「施設設備管理J,「教材管

理J,「機工具管理」,「予算管理」等が含まれる。

第8の機能は 「行事運営」に関するものである。

DACUMの ように業務の流れに沿って職能を並

べると 「5:教育訓練計画の立条J→ 「7:施設管

理」― 「6:事 務処理」→ 「1:準備 指 導 評

価」― 「2:学級経営J→ 「3:生活指導J→ 「4

t クラブ活動」→ 「8 : 行事」のようになる
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職業能力の分析に基づく職業教育カリキュラム開発の方法

だろう。 CUDBASで はこのような業務の展開順

序で記述するのではなく職能の重要度順の記述と

する。何が最も基幹的な職能であるかを明示する

ことがカリキュラム開発では重要なことが多いと

考えるからである。
「1:準備 ・指導 ・評価」は大きな機能である。

しかし,こ れを細分化するとそれぞれの間の関係

性が失われるため,こ のように設定している。逆

に 「2:学級経営Jと 「3:生活指導」との関係は

強いが,学 級経営の視点を加味することが指導員

の職能を明確にさせるとの考えからこのように分

けて設定している。

[向上訓練指導員]

向上訓練指導員の職能は5つ を設定した。養成

訓練と比較すると生活指導や学級経営, クラブ活

動指導,行 事運営が無くなるかわりに 「受講生に

応じた指導」がある。また 「教育訓練計画の立

案」に対して 「訓練ニーズに応じたコース設定J

が入る。「施設管理」や 「事務処理」の職能は養

成副練と同じである。

第 1の職能は 「教える準備 ・指導 評 価Jに 関

するものである。教えることに関する職業能力は

全てこの職能に属している。「職場Jや 「安全J

が養成訓練に加わる他,「コース内容への意識づ

け」,「授業評価」が求められる。第 2の 職能は
「受講生に応じた指導Jに 関するものである。こ

こには 「1回別指導」,「個別進度管理」,「補講」,
「資格取得等の事務処理J力S属する。第3の職能

は 「訓練ニーズに応じたコース設定と運営Jに 関

するものである。この領域は第 1の耽能と同様に

多 くの能力群を擁 している。「ニーズ把握Jや
「コース設定」,「コース運営の実務」等がこれに

属する。第4の職能は 「副練施設 ・設備の管理」

に関するものである。第 5の職能は 「事務処理と

業務改善」に関するもので,「QC手 法による業

務改善J,「OA機 器」,「事務処理J,「連絡調整J

などがこれに属している。

養成訓練指導員と向上訓1練!旨導員とを比較する

と前者が訓練生4回人の把握と個性の伸長のための

指導が多いのに対して,後 者は生産職場に直結し,

かつ訓練ニーズに即応した指導に力点力S置かれて

いることがわかる。い

5-2.「必要能力 ・資質の構造図」作業結果の検討

向上訓練指導員と養成訓練指導員の両者につい

て作業を行ってきたが,こ こでは後者について検

討を進める。

養成訓練指導員の必要能力 ・資質の構造図を図

5に示した。「専門技術」,「教材研究と指導の準

備J,「訓練評価の進め方」,「教授技術Jの 各科目

は職能 1の 内容を分けて編成したものである。
「教材研究と指導の準備Jに は職能 7に属する職

業能力を関係づけて内容を構成した。職能 1と耽

能 2,職 能 3にわたる職業能力に 「生活指導とカ

ウンセリング」をキーヮードとする閲わりが見い

だせるのでこれを科日として設定した。「指導者

としての人格」の養成は内容が総合的な内容であ

るためカリキュラムの中になじむものではないが

含めている。この科日で扱う生活指導の事例を検

討することによって目的を達成させようと意図し

ている。生徒の人格や生活に関わる内容を指導員

の人格形成と関係づけるように配慮している。職

能2の大半を包含する科目を生徒理解と関係づけ

て 「生徒を生かす学級経営Jと した。単に学級運

営に終始するのではなく,生 徒1回々 に対する理解

をもとに学級を創造する意味あいをこの科目に持

たせている。「将来の生活設計Jに 関わる職能 2

及び職能3,職 能 5の職業能力をまとめて 「生活

設計と職場配属」の科目を設定した。教科外活動

であるクラブ活動と行事をまとめて 「課外活動指

導の進め方」の科目を設定した。「訓練設備管理」

は職能 7と職能 4を まとめて設定した。「訓練計

画の編成方法」,「業務改善J,「訓練事務と連絡調

整の進め方Jは 単一の職能で構成されている。

5-3“「訂1練目標」作業結果の検討

図6は訓練目標を示している。この図は図 5を

科目別に訓練目標の内容と到達水準を中心にまと

めたものである。訓練時間の設定は内容と水準を

考慮し,さ らに訓練方法や訓線の形態を想定して

記述した。ここでは生産職場経験 5年程度の者を

対象に 1年 間のフルタイムoff JTとして総訓練

時間数を1400時間に想定して作成した。主な方法

はその内容にとって最もふさわしい方法と考えら

れるものを記述している。12訓1線目標の記述は各
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職業能力の分析に基づく職茉教育カリキュラム開発の方法
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職業能力の記述を 「… できる」という述語に

よって記載したものである。この段階で職業能力

の記述を再度検討し,遡 って記述を1ケ正している。

全ての記述はこのサイクルの中において柔軟と可

変性をもたせている。この後に 「訓練予危表」と
「訓練用機器 設 備計画表」を作成する。ここで

はこれらの内容は省略した。

6=討 論

6-1 開発結果の検討とCUDBAS手 法の問題

[ABLカ ード作成内容の問題]

メンバーの一人ブレンストーミングによって

ABLカ ードに書き出した内容力S他メンバーの内

容と重複していたものは全枚数の半数近くあった。

しかし,メ ンバー全員が同一の内容を記述したも

のは基本的な職業能力 ・資質に限られていた。つ

まり,そ の職業にとっての必要条件は多くのメン

バーが発想するが,充 分条件はメンバーの得意分

野やキャリヤによって果なる内容が出る。また,
一人のカード内容はある程度,特 定の領域に限定

され,類 似の内容が連続して発想されることがあ

る。類似内容にならないようにするためには時々,

視″点を変えたキーワードによって想起させるとよ

いだろう。類似の内容はそれらを代表するカード

か,あ るいはそれらをまとめるカードを先頭にし

てクリップし,「2要 能力 ・資質リストJに 配置

することが必要である。このことと関係 して

ABLカ ードの表記の水準と表現方法がメンバー

個々人によって多様になるという問題がある。

[職能設定上の問題]

職能の設定の仕方も集団によっては全く実質な

まとまり方をする場合がある。図 7は向上訓練指

導員カリキュラム作成グループの作成したオリジ

ナルリストである。職能をみると 「指導内容につ

いて知識技能を持っているJ,「指導ができるJ,
「指導準備ができるJ,「す旨導の後を見ることがで

きる」,「会社の方針と業務の流れを知っているJ

のように設定されている。指導員は教える内容に

関する力量を持つことを核にして,「指導準備

指導 ・後を見る」という構成にしたものである。

この場合 「指導準備ができる」 という職能は

「ニーズ把握からコース設定ができるJと いうこ

とと 「授業の準備ができるJ,「訓線管理ができ

るJの 3つ の内容を包含した形で設定されている。

もしも,職 能設定に際してこれらを分離 して設定

していたなら更に充分な ABLカ ー ドが加えられ

ると推損1できる。

養成訓練と向上訓練では職能の設定は異なると

考える方力減 当であろう。両者とも 「教えること

に関し準備 指 導 ・評価力Sできる」は指導員とし

て重要な職能である。更に養成司‖嫌は 「生活指

導Jや 「クラス経営Jに 重きがあり,向 上訓練は
「個別の指導」や 「職場ニーズと訓線 との整合

性」に重きがあると考える。このようにして図 4

では 「受講生に応じた指導の展開ができるJ,「訓

練ニーズに応じた訓練コースの企画と運営ができ

るJを 設定 した。つまり,CUDBASの 作業に必

要なことは職能設定の基本的考え方にあるように

既成概合に拘泥せず,ABLカ ードの記述を豊か

な記述となるように努力が必要になる。

[構造図作成上の問題]

現在の構造図作成作業の進め方で問題となるの

はABし カードの内容を職業能力番号で置き換え

て作業するという過程で 「ABLカ ードの内容は

何かJを 照合するという手続きが要求されるため

に構造の検討が十分に行えない状況を招いている。

これは確定した ABLカ ードを再使用することに

よって解決できよう。tコ

構造図作成作業で陥りやすい事は複数の職能に

関係性を持たずに単一の職能で科目を編成するこ

とである。これは耽能中心の科目編成となり職能

間の関係性を"【祝してしまう事となる。つまり,

副練の効率性や合理性を失う結果となる事である。

また,既 成概念を越える発想はそこからは見いだ

す事はできない。各職業能力の関係性は訓練の多

様性に関係するものといえよう。この構造図の作

成,つ まり訓練科日の設定は行おうとする訓練の

形態や可能な方法をも考慮して編成しなければ意

味のないものとなるであろう。また,司‖練のスタ

イルについての考え方の相遠は構造図に現れると

いえる。「必要能力 資 質リストJは 誰カヤ午業し

ても類似の成果を得ることができるが 「能力 資

質の構造図Jは 差異が出ることの方が多いだろう。
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しかし,既 成概合で作成することが多ければ作成

者による差果は無くなるものと推察できる。

[訂1練目標記述上の問題]
「必要能力 ・資質リストJで あげた内容を訓練

日標に変換することについては今後の課題と考え

られる。両者の間には一定の手続きによってリ

ファインした内容と用語があるべきだろう。今回

の結果の中にも日標として未成熟なものが見受け

られる。

また,DACUMの ようにコーディネータが表現

を逐一吟味しないのでその用語統一という点で開

題を残している。しかし,集 団として検討を進め

る過程があり,コ ンセンサスを得る表現は可能で

あろう。何回ものグループメンバーによる検討経

過の中で洗練された用語に収敏すると予想できる。

さらに,今 後の事例収集の過程でより明確な記述

の手続きを示すことにしたい。

水準設定の仕方に困難を抱くメンバーもいる。

水準は他の職業能力との関わりで記述するのでは

ない。各職業能カカリ属する職能に対する寄与の程

度としてA, B, Cの 3段階のいずれに位置する

かを判定するのである。相対的なものではなく絶

対的な位置を記述すればよいのである。現実的で

実際的で実質的な意味を検討した上で決定するこ

とが必要であろう。この判断のためのキーワード

や判定基準といったものを検討すべきであると考

える。

〔訓練プログラム作成上の問題]

この段階では訓練の効率を考えて配置すること

が求められる力S, これに対する見識がある程度な

いと困難が伴う。ここでは本論の33で 述べたよ

うな構造化の手がかりを適用できる。このプログ

ラム化作業を能率的に進める場合,更 に効果的な

様式の開発をも考えなければならない。これまで

に提案されているような例え↓貸相関カリキェラム

のようなものは有力な方法といえる。|コしかし,

詳細な検討は個々の指導単位つまり授業単位の計

画と関係があり,そ の必要性は希薄と考える。

6-2.カ リキュラム開発手法の機能の検討

企業内教育の指導員養成カリキュラムに関する

研究は少なく,わ れわれの開発したカリキュラム

と比較しうるものは見あたらないが,指 導員像に

関する記述が若干ある。さらにDACUMに よる

職業教育指導員養成カリキェラム開発結果があ

る。|。これらの内容と比較した場合,今 回のカリ

キュラム開発結果は十分に有用性を持つものとい

えよう。しかも,向 上訓練と養成訓練という教育

訓練の内容に差果があることも十分反映し得ると

言うことができる。つまり,開 発結果が社会的有

用性を持ち,妥 当な内容であることが推祭できる。

妥当性についてはカリキェラムを実行して検証で

きるものであり, この判断は今後の研究を待たね

ばならない。

開発結果が開発チームの考え方を反映できると

いうカリキュラム開発手法の柔軟さは今回の検討

からも明かである。また,開 発結果を再構成する

ことによって別の結果に導くことができることも

明らかになった。しかし,手 法の運用が精細に行

われない場合にはDACUMに おいて生じると同

じような結果のレベル低下をもたらす懸念がある

ことも推察される。

手法の理解を図るに際して専門的な知識や経験

が無くても十分に可能である。特別の練習を必要

とせずにカリキュラム開発できるといえよう。今

回の試行ではメンバーの大半は教育訓練キャリヤ

が豊富なため,こ の点の問題は全 くなかった。

PROTSセ ミナーでの実践でもこれに参加した多

彩な集団においても問題がないことから断定して

よいだろう。

CUDBASを 適用した職業は今回の職業訓練指

導員の他にホテルフコントクラーク, レストラン

ウエイターの試行結果がある。|。V ずヽれの職業に

ついてもCuDBAS適 用に際して否定的な問題点

はみあたらなかった。従って職業の如何を間わず

適用力S可能であると推測できる。これについては

更に多方面での実践を進めることが必要である。

同様にして訓練施設,訓 練コースに対応したカリ

キュラム開発の可能性についても実践結果の収集

を進める必要がある。

カリキュラム開発の所要時間は短時間で完了で

きるが,マ ニユアルの精細な整備によってより効

率的な展開にする必要がある。しかし,現 段階に

おいても十分な実用性があるといえる。
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この他の機能として見いだされたものは①カリ

キュラム開発と共に訓練コス トに至るまで 「訓練

計画書」を一貫した考え方で作成できること。②

指導員養成プログラムとしてこの演習を行えば,

カリキュラム開発と日常の訓練との関係が学習で

きることであった。特に後者は指導員がカリキュ

ラムに対する認識を深めるための有効な方法とし

て展開できることを意味する。

6-3 0UDBASの 課題

CUDBASの 適用に際 しての大 きな課題は職業

能力を分析 してカリキュラム開発をする方法に共

通 してある。それは職業人もしくは人物像を分析

してその構成物を別々に教えることによってその

人物が育成されるとは限らないことである。この

問題は単にこれらの手法ばかりでなく他の手法に

おいても常に問題 とされてきた。DACUMや モ

ジュール訓練もそうであるが,最 終的な指導の段

階での配慮力S適切になされない限り,こ の問題か

ら外に出ることはできない。CUDBAS適 用のプ

ロセスでこのことを解決するには次の 3つ の方法

が考えられる。第 1は 「必要能力 ・資質リス トJ

作成段階で総合的な内容を包含させる方法である。

実務とは直接関わりが無い場合でも,こ の種の内

容のカー ドを作成 して位置づけることである。多

分に操作的な面が入るので綿密な手続き化が必要

となる。第 2は 「構造区IJか ら 「訓練目標」作成

への段階である。ここに記述する 「総合日標」に

よって上位目標あるいは 「下位目標を補完する内

容」を記述することである。第 3は 訓練プログラ

ム作成段階である。訓練予定表のシークェンスに

予めこれらの内容を意図する配慮を入れることで

ある。あるいは 「総合評価Jや
「現場実習」など

の時間を設定してこれらを行わせることである。

われわれが DACUMに 文Jし て指摘 した事項 は

CUDBASの 中に以上のような配慮をして解決で

きると考える。↓引これらの諸点については課題と

いえよう。

今後は以上の課題について検討 し,手 法を洗練

させることによって,よ り実用性の高い手法に改

善してゆくことにしたい。

本研究を行うに際して日本電装株式会社ならび

に日本電装工業技術研修センターの方々に多大な

ご協力を賜 りました。 また,海 外職業副練協会教

材開発課 (現加古川技能開発センター)の 高見本U

輝氏には cuDBAS開 発に際 して貴重なご意見 を

頂 きました。ここに記 して感謝いたします。

(脚注〉

(1):この他に行動分析による方法がある。いずれも現

存する職業の作業者を対象に分析し,そ の作業者と同

じ行動ができるように訓練することを前提にしている。

(2):この方法は中村譜也 :VCフ リックランドの職

業技術教育カリキュラム開発の方法について,職 業訓

練大学校紀要,第 18号B,pp 59 79,1989に 紹介さ

れている。

13):DACUlllは職業教育カリキュラムの開発を効率的

に短期間に開発する手法である。主要なコンセプトは

「職業人としての職務と能力 資 質を分析検討する」

ことによって開発を行う。方法はその職業をよく知る

守円家が10名程度で会議を持つことによって進める。

必要な職務 職 能をリストしてゆき,コ ーディネータ

がカードにまとめ,壁 にカードを掲示して検Hlして行

く。学習単位としての妥当性と職能の吟味を行い,

カード内容を洗練し,配 置する。この作業によって

DACUMチ ャートを先成させる。この後にそれぞれの

職能ごとに知識 技 能 態 度を分析し、カリキュラム

を編成する。DACUMチ ャートは下記の事項に利用す

る。

①カリキュラムの編成

②就業相談と採用

①訓練ニーズの評価

①従業者の職業能力rt価

⑤資質評価テスト開発

⑤職務の記述

手法の実際については次の文献に詳しい ;

Robert E Norton DACUM HANDBOOK,Thc National

Center fOr Research in VocationalEducation 1985,The

Ohio State University

1987年に我々が行ったオハイオ州立大学の国立職業

教育研究センターにおける DACUM開 発状況調査j

米国労働省での職業分析 VTECの 開/tt状況調査に際

して広島技能開発センターの池谷忠正氏から示唆に富

む指摘をいただいた。
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14):森 和 夫,自 井誠一,西 東邦雄 :公民館職員の専

門性一DACUM手 法による職業能力の分析と研修プ

ログラムの検討一,職 業訓練大学校紀要,第 19号B,

pp 41-51, 1990

この論文ではDACUM手 法によって具体的なカリ

キュラム開発を実行し,そ の有用1生について検H3した。

また,職 業能力の中の原理的 理 論的部分はDACUNII

では明示できないことを明らかにした。

15)i CuDBASは海外職業訓練協会が開発を進めてき

た指導技術養成システム (PROTS)に おいて 「訓練

プログラムの編成J手 法として開発したものである。

この内容の詳細については指導技術教材研究開発委員

会 :「PROTSINSTRUCTOR S HANDBOOK日 本語版」,

第 2巻 (B2訓練プログラムのiFH戊),海外職業訓練協

会,1989を 参照されたい。この文献ではCUDBASの

基本概念とマニュアルを掲載した。PROTSに 関して

は以下の文献を参照されたい。

③梅本 清 ,森  和 夫 :第 2の技術移転に向けて一指

導技術養成システムの開発―,海 外職業訓練,第 22号j

pp l-10, 1989

② 海外職業訓練協会 ,指 導技術養成 システム

(PROTS)の 概要,海 外職業訓練協会,1990

CUDBASの PROTSセ ミナーでの授業実践は1988年

より開始している。

Ot協 力いただいたメンバーは日本電装株式会社の矢

日、鈴木、野村、荒川、西尾、安部、柘植、石川、北

林の各氏である。メンバーの方々は日本電装工業技術

研修センター (愛如県刈谷市)で 向上訓練もしくは養

成訓練、海外訓練の担当者か、経験者である。日本電

装工業技術研1ケセンターの教育内容については下記の

文献を参照されたい。

①森 和 夫, 日本電装技能教育センター企業内教育研

究会 :企業内訓練修了時の訓練生の意識一職場配属ヘ

の期待と生活設計―,職 業能力開発ジャーナル,第 30

えS, 第12,計, pp 8-14, 1988

②日本電装学園 :字図30年史, 日本電装株式会社)

1984

③森 和 夫,矢 田義明 :技術革新と企業内教育の変遷

一日本電装学囲カリキュラム30年史から一, 日本産業

教育学会第29回大会議演発表要録,1988

0 iCUDBAS作 業に必要な下記の用紙フォームは指

導技術教材研究開発委員会 :「PROTSINSTRUCTOFS

HANDBOOK日 本語版J,第 2巻 (B2訓練プログラム

の編成),海外職業訓篠協会,1989に ある。

①ABLヵ ―ド

②必要能力 資 質リスト用紙

③必要,2カ 資 質の構造図用紙

④訓練目標用紙

⑤期間訓練予定表

①年間訓練予定表

〇週間訓練予定表

④討練設備及び機器計画書 (科目別リスト)

CUDBASマ ニュアルにはスーパーマーケット従業

員の適用例を示している。この 「必要能力 資 質リス

トJ,「能力 資 質の構造図」,「副練目標J,「期間訓練

予定表Jを 改訂したものをFk1 8,図9,図 10,図 11に

示した。

(8):これらの構造を検rlする項目はこの他にも類推し

てあげることができよう。

(61t ABLカードはメンバーが想起する 「職務に必要

な職業能力Jや 「職務を支える考え方と態度Jを 記入

するカードである。このカードの名称をABLカ ード

(杢野上ity Card)と命名した。

0'こ れらのプログラム作成が完了すると以下の作業

に移行する。

[訓練設備及び機器計画書,資 材計画書の作成]

副練科目毎に必要な設備と機器名がリストできる。

この設備,機 器の数量と規格を計画するが,こ れらは

「訪1練設備及び機器計画書Jに よって訓練項目ごとに

計画する。同様にして 「資材計画書」によって訓練に

必要な資材について数量,規 格を記載する。これらの

計画によって融練施設開設もしくは訓練コース開設に

必要な施設設備,資 材を積算することができる。これ

らの他に講師謝金,ス タディッアー費用,施 設使用負

担等を総合的に積算して訓練コストを試算することが

可能である。

[指導条の作成]

カリキュラム開発の結果において訓練計画のうち技

業単位の計画は指導案によって以下のように計画する。

時間計画きに基づいて授業の一単位のまとまり毎に

指導宋 (レッスンブラン)を 作成する。一単位の授業

をどのように展開するか,あ るいは運営するかを詳細

に表したものが指導乗である。最も単純なフォームで

は指導区分、時間、指導の要点、訓練用教材の各項目
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図10 ス ーパーマーケットのレジスター担当者養成コースの訓練目標

図11 ス ーパーマーケットのレジスターjB当者養成コースの期間訓練予定表

柳lMI目

1
レジスター擦作送

2
売上管理実習

3

レジ業務の実源

4
接客方法

5

商品の桂賃と

醒 ↓ヽ

6

スータ‐

マーケ,卜慨ヨ

7

レジ担当者の動務

8

業務改善の進め方

〕闘 う 4買軒ヨ 2買師1 3時間 3嘲 ユ 2嘲罰 3時 間 3嘲 旬 3時 tl

主な方法 ヨ塙受
・
' 3雪 鉛 難 実習 穣

・
鶏 鶴 銘義 ・演習 韓穀・漁習

総合目猥

レジスターの構造

と離 を解 し,

摂作できる

裁 鞠 か酸装と

例 を螺 し,受

務ができる

レシ業所鯛 に

ついて撃 し,実

務ができる

解 の蘇 を解

し,実務ができる

商品知数と性質を

理解し,町じいの

実務ができる

,I■ サ亦湊 tの

概要と会社方針を

増働をする

レジ担当者の国缶

の動務と基礎的な

行動を演習する

数 酔の頚 を

増gFし ,'3,どょう

課題で演督する

割腺 自慎

①l■ E米均 3ヽ
レジスターの始動
・停止・管理・入

力できる

①13:〔水準A〕

レジスター内の全

銘を督程できる

01も:防律Al
商品の方ゴヘの移
強 どの醐 おヽ4

できる

α ll〔綿 3ヽ

明るい態度で景客

できる

い 1【水禅A]

商品の性買につい

て知っている

0‐ 1:〔紳 A]
会部み方針を理解
している

O-2:し 【営ヒヽ ]

レジ担当者の役割

と効務について知

っている

C←4て水準B]
的 の改善
できる

の1奇:[水準A〕

レシスターの欄道

や醐 デヽ悩拷知

ってヽヽる

01■:[永尊A〕

売上のチェックが
できる

②l馬t昧準A3

砥称つたいものや

和 の事韓 のヽ対

処ができる

α ttE水準A3
身せしなみを整え
ることができる

0 2tE押 う咽
微 駒 脚  【
ついて知っている

0 も , 助韓 周

店編での案務とそ

の拐垣について知

っている

0キ :〔水準B〕
肉笥関稼たうまく
やってゆtチる

Ctti〔水準B〕
園析〈ヨスト)首
強を持・ている

⑥lヤ:E水準A]
チこと4Jり鏡 し
ができる

◎1セ:〔栞鍋 』
レジスタ」初 の

管理ができる

C屯 :【水準A]

正しい援客ができ

あ

0キ :〔水準B〕

商品の様好 ・I「u
いに関する知験を

知っている

0イ :[標れ ]ヽ
/4現実と声ドヤウ

トのシステムにつ

いて知っている

⊂ 4:[紳B]
責任を果たすこと
ができる

鍛 5:[樺 B]
客の立場で応対で
きる

④18:[水準A]
クレジットカード

支払を処糧できる

④l lはこオ韓 B〕

適切な速度【レジ

葉務ができる

CJイ 水準A]

正しヽヽ言薦サおヽ1ヽ

と接多ができる

0 1 1 ,防 弾 B ]

店内の商品の配直

を知っている

針 8■水準B〕

就 と店Ⅲじ抗

関係会社の関係と

業務を細っていう

0 5tE泳 諄B]

スータ‐ の観 "

閃樹ntr・貫こに

ついて知っている

∞ :[海 B]
いろいろ'蜂やヽの
応対ができる

レジスターの操作法

〔清水]
9月 1 8日 (月 )

9月 1 9曰 く火)

レジ業務の

実際

〔横チ ]

レジ担当者の動務

E吉田〕

8 月 2 0 日 ( 末)

受務改善の進め方

E池田〕

9月 2 1日 (木)
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**,非 常に関連する科目
* I EStLす る科目
■ i並 行して学習した方が効果的な科目

図12 訂‖練科目問の内容関連表 (スーパーマーケットのレジスター担当者養成コースの例)

について計画する。これらの記述はカリキュラム編成

とは別に教材研究、教材開発と共に行う。

指導案のフォーム及び記載例は下記の文献に記載し

ている。指導技術教材研究開発委員会 t「PROTS

INSTRUCTOR S HANDBOOK日 本骨吾版」, 第4巻 ―第

6巻,海 外職業部練協会,1989

[第4巻 :Cl学 習指導の基本]

[第6巻 i C2講義の進め方]

[第6巻 i C3美習の進め方の基礎]

|〕i企業内教育では指導員をOffJTで 1年間養成す

るということは現実的には不可能であろう。実際の指

導員養成にあたっては訓練科目毎に研修させたり,演

習的に実際業務を中心に学習させるという方法が有り

得るだろう。

d〕:この結果を用いて養成討練指導員と向上副練指導

員の相互に担当を変更する場合,そ の不足点を明示で

きる。この際,転 移可能な職業能力や職業的態度の検

討によって担当の変更のための訓練プログラムを編成

することも可能である。

t9:確 定した 「必要能力 資 質リストJを 複写してこ

れをカード状に切断して行うことも良いだろう。ある

いは,ABLカ ードを半固定して複写した後に象」離し,

使用することである。この場合,ABLカ ードを構造

化してゆく作業は構造図用紙ではなく別の自紙の上で

作業し,結 果を構造図用紙に転記することで解決でき

よう。

CO:具体的には図12に示すような訓練科目問の関連表

があると能率的である。しかし,短 期間の訓練プログ

ラム編成にはこのような様式は必要としないだろう。

t9:Robert E Nort。■ DACUM HANDBOOK,National

Center for Research in VocationalEducatio■,1985,The

Oilo StaにUniverstyに開発事例が紹介されている。

tO:PROTsセ ミナーではホテルフロントクラーク,

レストランウエイターの各職業について演習を行って

いる。この演習結果例は指導技術教材研究開発委員会

:「PROTS指導マニュアル(FOR TRAINER)日本語版J,

海外職業訂‖練lpJ会,1991に 掲載して公開している。

t,:脚注“)を参照。
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Method of Developing Vocational EducatiOn Curriculum

Based On Analysis Of Vtjcational Abilities

一 Principle Of CUDBAS and Application to the Deve10plllent of a Training Curriculum of

VOcational Training lnstructors in EnterPrise一

KazuOヽ 40ri

The study of the method of developing the vocational educatlon curriculun can be thought of in the

insufficiency in our country Needs of education and training are diversified today and the rise and Fa1l of the

training cOursc is violent Therefore,I think that dealing、 vith this situation is difficuit in the principle of a

conventional currictllunl develop■ lent This sttldy tried to clarify the method oF the vocational educa,ion

curricttittndevelopnlent with efFicient and high tltlity

The study nethod 、 vas made the follo、ving Necessary, various functions are described in the rnethOd OF

developing the ctlrriculum And,the principle)by、 vhich this is filled next,is set Nexti the principle is made

the procedure and this is tried ln addition,we triedto have clarified the problen in the technique executlo■

and lo veritt the funclion of thevalidity of lhe developnlent result and the lechnique The ftlnction to be

requested、vas setas follo、vs

l  lt is possible to apply to various vocational edtlcations

2  The curriculunl developnent,、 vhich cOrrespOnds to lhe training facililies and the training courses,is

possible

3  1t is POssible to develop in a shOrt time

4  The developnent technique can be easily understood

5  The developmcnt rcsull must havc the social tltility

6  The developnent result must have Flexibllity by、 vhich the idea oFthe developnlent leam is reFlected

The dcvcloped techniquc was named CUDBAS(A Method of CUrriculum Developing BaSed on Abllity

Structure)The trial oF CUDBAS set the task of"develop■lent of the vocational training instructor training

ctlrriculun in the enterprise" CUDBAS was tried by the team according to 10 persOns in September,1990

The nlember consists Of the instruc↓or in the training center and the lranagentent supervisor person in the

factory The process and the resul,of the lrial、veie analyzed and the validity of the ctlrricuitln developnent

techniqtle、vas exanined

As follo、vs the principle of the curriculurn development A vocational ab【lity of a final target which Shottid

arrive by training is made the description in detall And,hierarchical strtlcttlre of those vocational abilities is

ciarified Next、the training prOgram is lormed according to the structtlre These a series oF developnent、vork

is done by the small group activity ヽAFork is advanced concretely as Follo、vs

l  The inage of the character whにh nakes arrive by training is described in the ABL card(vocational

ability card)by Brain stoining

2  The card is redtlced and itis arranged fron order、vith high iraining level

3  The strtlcture of a vocational ability is exanincd and it is assenlbled to the training program

The methodi 、vhich satisfies the function set as a result of ,his study and a technique, 、vas able to be

confirnled ln additio■, the utility OF the curricululn development result 、vas confirmed Howeveri 、vhen the

DACUM nethodithe mOdule tiaining,etc were seen,a sinllar problen was lound

―- 68 -―


